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日 曜日 行事予定 職員・その他

1 日

2 月 視力検査（5歳児）

3 火 視力検査（4歳児）

4 水 誕生会　10:00

5 木 歯ブラシ贈呈（４.５歳児）10:00

6 金 3歳児親子遠足（もっくる）

7 土 キッズ＆プレー

8 日 教会：ペンテコステ

9 月 こどもの日・花の日礼拝

10 火 園開放日

11 水

12 木

13 金 避難訓練

14 土 早朝作業7:00（保護者、職員）
職員会議
消火訓練

15 日

16 月

17 火 5歳児水泳教室

18 水 かもしかクラブ

19 木

20 金 内科健診（午後）

21 土 救命講習会　9:00　南陽消防署

22 日

23 月

24 火
置賜地区研究会

園見学会

25 水 保育参観（0.1.2.3歳児）

26 木 保育参観（0.1.2.4歳児）

27 金
保育参観（0.1.2.5歳児）
15時降園協力日

職員園内研修

28 土 プール設置日

29 日

30 月

お弁当の日（3.4.5歳児おしぼり、水筒、シートを
持たせてください。）

☆歯ブラシ贈呈

南陽市歯科医師会から、4,5歳児が歯ブラシをいただきます。

虫歯予防についての紙芝居を見ながら、歯の大切さや、歯のみ

がき方を確認します。

☆こどもの日・花の日礼拝

みんなで礼拝を守り、花のように愛され守られている子

ども達の成長を願い、神さまに感謝を伝えます。 また、日

頃お世話になっている方々へお花を届けます。この日はご

家庭にあるお花を持たせてくださるようお願いいたします。

こどもの日・花の日とは？

6月の第二日曜日は「こどもの日・花の日」です。150

年ほど前にアメリカで始まった教会行事で、もともと、子

どもたちの成長をお祝いしていました。また、アメリカの

６月は一年で一番豊かな花の季節のため、たくさんの花を

通して、神さまがくださる大きな恵みを喜び、感謝を捧げ

よう！という思いから子ども達が持ち寄った花を教会に飾

り、感謝の礼拝を捧げ、礼拝後には福祉施設などに花を届

けて、日頃の感謝を伝えました。

こども園でも、子どもたちが各ご家庭から花を持ち寄り

礼拝を捧げた後に、お世話になっている施設等に届けます

ので、ご協力をお願いいたします。

☆早朝作業 ７：００（1時間程度）

保護者の皆様に園庭等の草取りや環境整備のご奉仕のご協力

をお願いいたします。軍手、草削り等お持ちの方はご持参くだ

さい。草刈り機をお持ちの方、２～３名ご協力をお願いします。

☆内科健診

園医 齋藤医院の齋藤忠明先生より診察をしていただきます。

☆置賜地区研究会 園見学会（於：宮内認定こども園）

置賜地区５園の先生方が、本園の保育、子ども達が遊んでい

る様子を見学にいらっしゃいます。

☆保育参観（午前中）

お子さんの園での様子を参観ください。参観は、園児一人に

お家の方一人の参観になります。0,1,2歳児はご都合の良い一

日を選んで行いますので詳細は後日お知らせいたします。

☆１５時降園協力日 （職員園内研修）

職員園内研修を行うため、１５時降園のご協力をお願いしま

す。園舎前駐車場が混み合っている時は、園舎裏駐車場をご利

用ください。

行事予定

☆４日（水）誕生会

６月生まれのお友だちの誕生をみんなでお祝い

します。誕生児の保護者の方も一緒にお祝いしま

しょう。６月のお楽しみは“ペープサート”です。

駐車場は園舎前になります。

令和 7 年 5 月 27 日 

学校法人 南陽学園  

宮内認定こども園 

「おもしろいことたくさんみーつけた！！」  

園長   宇津木 純子 

さわやかな季節になりました。ツバメがにぎやかに飛び回り子育てのために一生懸命にえさ運びをして

います。かわいい雛たちにお目にかかれるのももうすぐです。ちょうちょう組の子どもたちは、飯豊自然

の家での春さがし、はじめてのスイミング、そして親子遠足とわくわくする楽しいことをたくさん経験出

来ました。心と身体を充分に使って、知識の広がりといろいろな学びを感じています。行事だけでなく、

日々の生活の中でも、次々と課題をみつけては、やりたい思いを行動に移すので年長組は忙しそうです。

それでも、南陽市花いっぱい運動でいただいた花苗を、花壇やプランターに植えることをお願いしたら、

やる気満々           。土運びから快くお手伝い。アレンジは子どもたちそれぞれの感性です。「なかなかのセ

ンス    」「Good＆Beautiful    」小さいクラスの子どもたちは、じょうろで水かけのお手伝い。とてもか

わいらしく、上手です。みんなで大事に育てていきたいと思っています。 

５歳児がお散歩にでかけて、見つけて採ってきた、オタマジャクシを育てていますが、１．２歳児さん

にもおすそ分け。プレーホールにおいてあるその水槽の周りに、ぐるりと集まって押し合いへし合いしな

がら興味津々、「わぁ～！」「なになに？」かわいい頭を並べて、珍しそうに見ていました。 

新年度が始まり２か月。新入園児も担任や周りの友だちにも慣れて、あそびを中心とした生活をしなが

らいろいろな経験を広げていますし、何よりもたくさんの人との出会いの中で、自分なりに気づいたり、

感じたりしながら心に留めているのを感じます。１日１日の着実な経験に基づいた成長の積み重ねです。 

４.５歳児は、先日遠足に出かけてたくさんの楽しい経験と思い出をつくることが出来ました。保護者の

皆さまのご協力、誠にありがとうございました。心から感謝申し上げます。 

昨年は、夏から秋にかけての猛暑が続き子どもたちの健康や園での過ごし方、暑さ対策に配慮しながら

過ごしてきました。今年も、暑い夏が予想されますが、この６月の爽やかな季節、美しいバラやアジサイ、

たくさんの花が咲き、いろいろな虫を見つけるのに絶好の季節です。子どもたちと一緒に、この豊かな自

然を楽しみながら、花も虫も鳥も、そして私たち一人ひとりも、神さまに必要とされて、命が育まれ、生

きていることを感じ、喜びと感謝を持ちながら恵みの多い日々を過ごしていきたいと思います。 

6 月聖句「求めなさい、そうすれば与えられる。探しなさい。そうすれば見つかる。」 

（新約聖書 マタイによる福音書 7章 7節）宗教主任  山本 孝根  

今月の聖句は、「見つかる。」のあとに、「門をたたきなさい。そうすれば、開かれる。」と続きます。当

時のイスラエルの人たちは、ローマ帝国に治められていて、自分たちの望む生活が難しい状況でした。そ

のため、昔から預言されていた自分たちを救ってくれる王様の誕生を願いながらも、その預言が叶うこと

を信じていなかったのです。そんなイスラエルの人たちにイエスさまは、「求めなさい、探しなさい、門

をたたきなさい」と教えられました。 

この三つの言葉は、一度きりではなく、「し続ける」という意味があります。あきらめずに、チャレン

ジし続けるようにということです。また、この三つは最初から同時に行えることではなく、成長に伴いで

きるようになるという意味があります。子どもたちが成長していくにつれて、できることが増えていく姿

と重なるのではないでしょうか。イエスさまは、「最初から全部をできるようになりなさい、しなさい」

と言われているのではなくて、「一つずつあきらめずにできるようになりなさい、私があなたを支えてい

ますよ」と励ましてくださっているのです。そんなイエスさまの励ましに支えられていることを、子ども

たちと一緒に感じていきたいと思います。 

園だより 


